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二
十
歳
の
つ
ど
い

2025
1.12

　１月19日、保護者・恩師・来賓の皆さまに祝福され、
15人が晴れやかに集いました。セレモニーでは、ピア
ノ演奏や支援学校生による秩父屋台囃子を披露してい
ただきました。
　秩父手をつなぐ育成会では、障がいのある二十歳を
迎えられた全ての方が、気兼ねなく式典に参加できる
よう独自で式典を開催し、今年で26回目となります。

　
１
月
12
日
、
秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
に
、
本
年
度
満
20
歳
を
迎

え
る
４
４
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
は
、旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、

今
ま
で
出
会
っ
た
人
へ
の
感
謝
と
未
来
へ
の
希
望
を

胸
に
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

秩父手をつなぐ育成会主催「二十歳を祝う会」
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き
ょ
う
だ
い
で
秩
父
市
を
Ｐ
Ｒ

秩
父
市
長
　
北
堀
　
篤

市
長
市
長
コ
ラ
ム

　
秩
父
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
ポ
テ
く
ま
く
ん
」
が
平
成
27
年
１
月

11
日
に
誕
生
し
て
か
ら
10
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
先
月
11
日
に
「
ポ

テ
く
ま
く
ん
10
周
年
記
念
お
誕
生
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
秩
父
地
域
４
町
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
お
友
達
や
５
０
０
名
を
超
す
多

く
の
ポ
テ
く
ま
く
ん
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん

に
祝
福
し
て
い
た
だ
き
、
誕
生
日
を
盛

大
に
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、
昨
年
５
月
４
日
に
誕
生

し
た
ポ
テ
く
ま
く
ん
の
妹
で
あ
り
ま
す

「
ぷ
め
る
ち
ゃ
ん
」
の
お
披
露
目
会
も

開
催
し
ま
し
た
。
兄
の
ポ
テ
く
ま
く
ん

同
様
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る

存
在
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
翌
12
日
に
開
催
し
た
「
二
十

歳
の
つ
ど
い
」、25
日
に
秩
父
は
ん
じ
ょ

う
博
と
連
携
し
て
開
催
し
た
「
第
75
回

全
国
植
樹
祭
１
０
０
日
前
記
念
イ
ベ
ン

ト
」
で
も
、
ポ
テ
く
ま
く
ん
と
ぷ
め
る

ち
ゃ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
が
登
場
し
、
会

場
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

出
演
す
る
な
ど
し
て
、「
ポ
テ
く
ま
く

ん
」
と
「
ぷ
め
る
ち
ゃ
ん
」
が
秩
父
市

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
２
月
20
日
か
ら
、
秩
父
市
の

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て
影
森
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
ス
ポ
ー
ツ
健
康
セ
ン
タ
ー
、

吉
田
取
方
総
合
運
動
公
園
な
ど
の
公
共

施
設
（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
）
の
予
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
４
ペ
ー
ジ
参

照
）。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

が
高
ま
る
市
役
所
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　市の将来目標や施策の基本方針を定めた第２次総
合振興計画の期間が令和７年度末で終了することに
伴い、新たに第３次総合振興計画を策定します。そ
こで、同計画の策定において市長の諮問に応じて審
議等を行うほか、人口減少克服・地方創生の目標や
具体的施策を定めた第３期総合戦略等の効果検証を
行うための審議会の委員を公募します。
公募人数　一般枠、女性枠、若年者（30歳未満）枠
　　　　　各若干名
応募資格　①～④を全て満たす方
①令和７年４月１日時点で18歳以上の方
②市内に住所を有する方
③市議会議員でない方
④市が設置する他の審議会等の公募委員でない方
任　期　令和７年４月１日から令和９年３月31日まで
会議開催回数　令和７年度７回程度、
　　　　　　　令和８年度１回程度
委員報酬　日額６，４００円
応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、総合政
策課へ提出（郵送・３でも可）
※応募用紙は、市Ｃからダウンロード可

秩父市総合振興計画審議会委員を
公募します

秩父市の若者を支援します
　市では、さまざまな若者向けの制度を設けていま
すが、どこに相談すべきかわからない場合には、若
者支援の窓口として総合政策課が各担当へのつなぎ
役を果たします。チャレンジ精神あふれる若者なら
ではの提案や困りごとなど、お気軽にご相談ください。
相談例
・若者から市への提案
・若者団体の活動に関する相談
・各種支援窓口の紹介
相談窓口　市役所本庁舎３階
１総合政策課☎２２－２８２３

応募締切　３月７日㈮必着
選考方法　書類選考の上、応募者全員に結果をお知
らせします。
２・１総合政策課☎２２－２８２３
３seisaku@city.chichibu.lg.jp

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・
荒川総合支所、各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。
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　秩父市公式ＬＩＮＥを利用した公共施設（スポー
ツ施設（一部を除く））の予約ができるようになり
ます。
開始日時　２月20日㈭８時30分
対象施設　下表のとおり
予約可能な利用日　申請する月の翌月分まで
　　　　　　　　　※利用日の３営業日前まで
１改革推進課☎２２－２２０２
　市民スポーツ課☎２５－５２３０

①登録番号の取得申請
　予約には、事前に登録番号の取得が必要です。秩
父市公式ＬＩＮＥ「施設予約」から取得申請をお願
いします。
　　↓
　担当課で内容を審査します。
　　↓
　登録番号をＬＩＮＥで連絡します。

※�登録番号の取得・審査には時間がかかる場合があ
りますので、余裕をもって取得申請の手続きをお
願いします。

②施設の予約
　①で取得した登録番号と、①の申請時に設定した
暗証番号で認証後、施設を予約してください。この
段階では、仮の予約となります。
　　↓
　担当課で内容を審査します。
　　↓
　ＬＩＮＥで予約確定の連絡をします。

③使用料の支払い
　使用料の支払いが必要な場合には、予約確定の連
絡と併せて、使用料の金額をお知らせします。
　ＬＩＮＥ上で決済（クレジットカード・ＰａｙＰ
ａｙのみ）をお願いします。

ＱＲコードで友だち追加する方法
　ＬＩＮＥアプリの「友だち追加」
　→「ＱＲコード」
　→「ＱＲコードを読み取る」

検索で友だち追加する方法
　ＬＩＮＥアプリの「友だち追加」
　→「検索」→「@chichibu_city」と入力し検索

　４月利用分の予約を受付開始日（３月１日㈯）から行
いたい場合は、必ず２月26日㈬までに登録番号の取得申
請をしてください。
　期日までに申請がなかった場合は、登録番号の発行が
間に合わないことがありますのであらかじめご了承くだ
さい。

予約までの流れ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

秩父市公式ＬＩＮＥの友だち追加方法

公共施設（スポーツ施設）の
予約が
ＬＩＮＥからできるように
なります！

地　区 施　設　名 住　　　所 問い合わせ先

中央地区

スポーツ健康センター 下影森９２４－１

市民スポーツ課
☎２５－５２３０

影 森 グ ラ ウ ン ド 上影森２１７－１
羊 山 公 園 グ ラ ウ ン ド 大宮６２０８
羊山公園硬式テニスコート 大宮６２０８
別 所 運 動 公 園 競 技 場 別所１６９５ほか
宮 地 グ ラ ウ ン ド 上宮地町４５７３－１

吉田地区
吉田取方総合運動公園 下吉田４２７ほか 吉田・市民福祉課

☎７７－１１１３上 吉 田 運 動 公 園 上吉田３３５２－１ほか

大滝地区
大 滝 体 育 館 大滝４０５８ 大滝・市民福祉課

☎５５－０１０１大 滝 テ ニ ス コ ー ト 大滝４０５８

荒川地区 荒 川 総 合 運 動 公 園 荒川上田野２５０ 荒川・市民福祉課
☎５４－２１１１

秩父市公式LINE内の
リッチメニューから
「施設予約」をタップ！

※イメージ画像
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１
月
10
日
に
行
わ
れ
た
第
75
回
全
国

植
樹
祭
埼
玉
県
実
行
委
員
会
第
７
回
総

会
に
お
い
て
、
実
施
計
画
が
承
認
さ
れ
、

式
典
演
出
の
概
要
や
式
典
出
演
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

※�

実
施
計
画
は
大
会

Ｃ
で
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

式
典
演
出
の
概
要

　
式
典
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ

る
お
手
植
え
・
お
手
播
き
等
の
記
念
式

典
の
ほ
か
、
３
部
構
成
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、大
会
テ
ー
マ
「
人
・

森
・
川
　
つ
な
げ
未
来
へ
　
彩
の
国
」

を
ス
ト
ー
リ
ー
性
豊
か
に
演
出
し
ま
す
。

　
埼
玉
県
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
森

林
・
林
業
の
紹
介
に
加
え
、
日
本
で
最

初
の
林
学
博
士
・
本
多
静
六
氏
の
思
い

式
典
演
出
の
概
要
・

出
演
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

に
触
れ
な
が
ら
、
映
像
や
ダ
ン
ス
、
伝

統
芸
能
、
音
楽
な
ど
を
交
え
て
色
鮮
や

か
に
表
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
森
林
資

源
の
活
用
、
木
材
の
利
用
拡
大
を
図
る

「
活か

つ

樹じ
ゅ

」
の
重
要
性
を
埼
玉
か
ら
全
国

に
発
信
し
ま
す
。

主
な
式
典
出
演
者

●
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

林
家
た
い
平
さ
ん

朝
日
奈
央
さ
ん

●
声
楽
家

　
原
田
勇
雅
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
歌
手
）

●
大
会
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
歌
唱

　
吉
澤
嘉
代
子
さ
ん

　（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

●
総
合
司
会

　
堀
尾
正
明
さ
ん

　（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
そ
の
他
、
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
出

演
者
と
共
に
、
市
内
か
ら
は
、
秩
父
屋

台
囃
子
保
存
会
、
緑
の
少
年
団
、
各
高

等
学
校
、
森
林
・
林
業
・
木
材
関
係
団

体
等
の
皆
さ
ん
が
出
演
す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

秩
父
市
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催
予
定
！

　
市
で
は
、
全
国
植
樹
祭
の
開
催
当
日
、

市
内
中
心
部
を
会
場
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
式
典
の
中
継
映
像
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
、

記
念
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

１
全
国
植
樹
祭
準
備
室

　
☎
22

－

２
８
１
６

秩
父
地
域
の
間
伐
材
を

活
用
し
た
名
刺
台
紙
を
試
作

　
秩
父
地
域
森
林
林
業
活
性
化
協
議
会

で
は
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
推
進

す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、「
秩
父
地

域
の
間
伐
材
を
活
用
し
た
名
刺
台
紙
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
般
社

団
法
人
木
に
な
る
紙
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

秩
父
広
域
森
林
組
合
と
連
携
し
て
試
作

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
じ
ば
さ
ん
商
店

で
購
入
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

１
森
づ
く
り
課

　
☎
22

－

２
３
６
９

林家たい平師匠から
メッセージをいただきました！
　この度、天皇皇后両陛下のご臨席のも
と開催される第75回全国植樹祭に参加さ
せていただけますこと、大変光栄であり、
感無量でございます。
　自然と文化溢れるふるさと秩父の素晴
らしさを、両陛下はもとより、招待者の
皆様に感じていただけますよう、市民の
皆様と共に力を合わせ、生涯忘れられな
い祭典を作り上げてまいりましょう。よ
ろしくお願いいたします。

NEWS

詳しくは「森のおくり
もの」Ｃにて


